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82

月号

【問い合わせ先】（公財）ふるさと島根定住財団 地域活動支援課 TEL：0852-28-0690  

NPO や地域づくり団体のユニークな発想や企画力を活

かし、地域課題解決や地域活性化に向け実施する活動を

応援する「地域づくり応援助成金」の公開審査会を開催

します。地域づくり活動や助成事業に興味・関心がある

方をはじめ、どなたでも自由にご来場いただけます。 

ぜひこの機会に、地域で活動する団体のみなさんの生の

声をお聞きください！ご来場お待ちしております！ 

日 時 

 

【公益重視型】  

1.弥栄むらづくり実行委員会（浜田市）「ムラおこし！きっかけプロジェクト」 

2.長久まちづくりクラブ（大田市）「盆踊りで長久『絆』プロジェクト」 

3.NPO 法人わきあいあい（浜田市）「浜田定住きっかけプロジェクト」 

【経済振興型】 

1.山麓興産（津和野町）「限界集落再生事業（農家レストランと陶芸体験）」 

2.ＮＰＯ法人河南はつらつセンター（出雲市）「若い人が農業で働く場所づくり事業」 

3.ひびきあうもの（松江市）「ひびきあうもの手仕事ものづくりシューレ」 

4.蔵庭（江津市）「松平地区・空き家活用事業『蔵庭』」 

地域づくり応援助成金 

公開プレゼンテーション審査会 開催！！ 

場 所 

平成 27 年 2 月 2 日（月）12：00～16：45

松江市市民活動センター（スティックビル） 

5F 交流ホール（松江市白潟本町） 
申請案件 

入場無料 

出入り自由 

（お申込み不要・無料）



※アイコンの説明 

日にち  時間  場所  定員  費用  主催  期日  助成金額  対象  問合せ先 

 

 

 

CO・OP 共済 

地域ささえあい助成 

２／１０（火）～３／１５（日） 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
第４回 まちづくり法人 

国土交通大臣表彰 

～２／２７（金） 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

飯南町猟友会と行く 

うさぎ追い体験モニターツアー  

１／２４（土）・２／１５（日） 

１０：１５～１５：３０ 
 
日帰り！国立公園三瓶山で田舎体験♪ 

～温かい三瓶の冬がここにある～ 

（３つのプラン有） 

 

 

 

 

 

地域の宝を全国、そして世界へ！  

２／３（火）１４：００～ 

 

 

 

 

 

 

生協と地域のNPOやその他の団体が協同して地域のくらしを向上させ

る活動を対象とした助成です。 

生活協同組合、特定非営利活動法人、今後設立予定の団体等。 

【対象テーマ】 

① くらしを守り、くらしの困りごとの解決に資する 

② 命を守り、その人らしい生き方ができるようにする 

③ 女性と子どもが生き生きする 

１事業あたり最大基本１００万円 

日本コープ共済生活協同組合連合会 渉外・広報部 地域ささえあい助成事務局 

Tel：０４７-３５１-３３５６ 
http://coopkyosai.coop/about/csr/socialwelfare/2015.html  

 

自治体や他の法人等が推薦する、都市の課題を解決する先進的な取組

を行っているまちづくり法人を対象とした表彰です。 

まちづくりの推進を図る活動を行うことを目的とする会社、特定非営

利活動法人、一般社団法人、公益社団法人、一般財団法人、公益財団法人 

【賞の構成】 

① まちの活性化・魅力創出部門 

景観や街並みの整備・保全、公共公益施設を活用することなどにより、

まちの活性化や魅力創出に貢献した取組を行っているまちづくり法人。

② まちの安全・快適化部門 

防災・防犯対策の充実や都市施設等の整備、環境の向上、地域交通サ

ービスの提供などにより、居住者や来街者の安全性や快適性の向上に

貢献した取組を行っているまちづくり法人。 

③ まちづくりの担い手サポート部門 

まちづくりで活動する人々を応援し、まち全体の活力向上に貢献した

取組を行っているまちづくり法人。 

※複数の部門に応募可 

国土交通省 都市局 まちづくり推進課 担当：尾上、山﨑 

Tel：０３-５２５３-８１１１  

http://www.mlit.go.jp/report/press/toshi05_hh_000114.html 

 

狩猟免許を持つ猟友会員が同行する「うさぎ追い」体験の後、温泉「加

田の湯」でうさぎ鍋交流会と温泉入浴。 

１０：１５「道の駅」赤来高原又は「道の駅」頓原集合 

４,０００円（参加費・昼食・入浴料・保険料込）  

１５名（中学生以上のみ・要申込） 

 「道の駅」赤来高原 旅行部門 

Tel：０８５４-７６-９０５０ https://www.satoyamania.net/ 

■「白銀の里山をスノーシュー散歩♪自家製芋で作る手作りこんにゃくプラン」

2/1（日）・15（日） 10 時「道の駅頓原」集合 

■「田舎に帰ろう♪民話を聴きながら食べる冬の郷土料理 あゆへかプラン」  

2/8（日）・3/1（日） 10 時「道の駅頓原」集合 

■「三瓶山村原風景♪田舎のおもてなし…あったか囲炉裏プラン」 

2/22（日）・3/8（日） 10 時「三瓶自然館サヒメル」集合 

全てのプラン共に３,８００円 

（JR 三次駅・三次バスセンター発着のバスプラン５,８００円も有） 

㈱フロンティアあかぎ 飯南町里山コミッション  

Tel：０８５４-７６-９０５０ http://www.sanbesan.jp/ 

地域のブランド化と地域団体商標の活用セミナー。 

有識者による地域資源を活用した地域の活性化や地域ブランド戦略

などについての基調講演を始め、ブランド化に取り組んでいる元気な団

体による取組みの事例発表のほか、個別相談もあります。 

無料（要申込） 

サンラポーむらくも 彩雲の間（松江市殿町 369） 

ランドブレイン株式会社 担当：高垣・三木  

Tel：０８２-２２３-６９１９  

 

  



 
  

  

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＮＰＯ法人の財務状況 （２１９法人分の合計）】 

 調査した２１９法人分のすべての当期正味財産増

減額を合計すると、779, 844, 632円で、年間約８

億円弱の正味財産が増加しています。 

 また、すべてのＮＰＯ法人の次期繰越正味財産額を

合計すると、2,904,650,318円となり、約２９億円

の正味財産が蓄えられていることが分かりました。 

 当期正味財産増減額、次期繰越正味財産額ともに出

雲市が大きく、分野では「高齢者」「障がい者」「保健・

医療」の福祉分野が比較的高いことが分かりました。

今まで、お金がどのように使われてきたのか全体像を

把握する機会がありませんでしたが、今回の調査でそ

の実態が明らかになりました。次号では、「ＮＰＯ法

人会計基準の導入状況」についてお伝えします。 

★ 平成２５年度 NPO 法人白書掲載中 ★ 
県内NPOのすがたが見えます。ぜひご覧ください。 
ポータルサイト「だんだん」⇒ http://shimane.canpan.info/

ＮＰＯ法人 事務局セミナー

昨年１０月１日（水）～１２月１０日（水）にかけて、全

６回の「ＮＰＯ法人事務局セミナー」を松江市内で開催

しました。講師にＮＰＯ法人岡山ＮＰＯセンター理事の

石原達也さん、事務局の加藤彰子さんをお迎えし、「Ｎ

ＰＯの基礎」から「所轄庁や登記の手続」、「情報発信と

開示」、「雇用手続と給与計算」、「会計と決算」など、ワ

ークを交えて具体的に実務を学びました。 

参加者の方々からは、「全シリーズを通して実務に

直結した内容で充実したセミナーだった」 「不確かな

ことが明確になった」等の声をいただきました。 

普段行う事務作業がこのままでいいのかどうかを見

直す機会になったり、より効率的でスムーズな運営に

つながるヒントを得ることができたのではないかと思

います。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
★ ＮＰＯ法人事務力検定 参加者募集中！ 
上記の事務局セミナーに関連して、事務力検定の受

験者を募集しています。（Ｐ４参照） 

※ 詳しくは、地域ポータルサイト「だんだん」から↓ 

http://shimane.canpan.info/ 

当期正味財産増減額合計 779, 844,632 円 

しまね田舎ツーリズムの１０周年キャンペーンが昨年１０

月から１１月にかけて開催され、県内全域で１８４の体験プ

ログラムが提供されました。島根の自然や歴史、文化、食

等、多彩な地域資源を活かした体験プログラムがそろい、

島根県内はもとより、広島を中心とする山陽方面等からも

参加を得ることができました。 

複数日にわたって開催されたプログラムも多く、催行さ

れたプログラム数は延べ２４３本、催行率５６．５％、体験

プログラムの予約をしていただいた方は延べ１８２８人に

のぼりました。 

１２月には、キャンペーンに携わっていただいた実践者

の方や行政関係者等が集い、１０周年キャンペーンを振り

返る交流会を浜田市で開催。天候等によるプログラム変

更や、地域全体の意識の醸成、効果的なアピール方法

等、今後につながる課題の提起や、意見の交換を行いまし

た。「来年度もやりたい！」。交流会ではそんな声も寄せ

られ、新しいプランの構想も生まれています。 

 

 

し ま ね 田 舎 ツ ー リ ズ ム 

１０周年キャンペーン開催 

 

多
彩
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供 

次期繰越正味財産額合計 2,904,650,318 円 

(当期) (次期) 



 

           

   

  

   

   

  

  

  

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『島根で頑張る人』は県内で活動する人にスポットを当て、考え

方や経験から団体活動に迫るコーナーです。 

スタッフの「学び」も兼ねて取材させていただいています。 

今までの活動 

 
眞知子農園で採れた野菜の販

売・加工、田舎ツーリズムや農

業体験の受け入れを行うほか、

食育をテーマにしたワークショッ

プやイベント等を開催し、活動

の輪を広げている。平成 25 年

度、当財団の地域づくり応援助

成金（経済振興型）採択団体。 
 

キーワードは「食」！ 

 〒697-0034 

浜田市相生町 1391-8 シティパルク浜田 2 階 

石見産業支援センター「いわみぷらっと」内 

TEL (0855)25-1600  FAX (0855)25-1630 

E-mail： iwami@teiju.or.jp 

石見 
事務所 

 

 

 

 

 

 

 

〒690-0003  

松江市朝日町478-18 松江テルサ３階 

TEL (0852)28-0690  FAX (0852) 28-0692 

E-mail： shimane@teiju.or.jp 

 

松江 
事務局 

 

森林教室の様子 

眞知子農園 

代表  西村 眞知子 

さん 

 

【Ｈ２６．１２．３１現在】 

■県内ＮＰＯ法人数 ２７３ 

（内 認定 NPＯ法人数 ５、仮認定 NPO法人数 １) 

■新設ＮＰＯ法人数 ０ ■解散ＮＰＯ法人数 ０ （H２６.１２月分）  
■しまね社会貢献基金登録団体数 ５３ 

■だんだん認証レベル取得団体数 ４３ （内 レベル２ ２６) 

                           

 

 

 

 

 

年始になると心新たになり今年の抱負を考えられた方も

多いと思います。団体としても次年度に向けてビジョン

や事業を見つめ直す時季ではないでしょうか。島根の社

会貢献活動のためにと想いの込もった「中国ろうきん寄

付システム」を是非ご利用いただき活動の幅を広げてい

ただきたいと思います。ご応募は今月 30日（金）16：00

まで受け付けます。是非ご応募ください！    （Ｔ） 

 

 

島根県安来市宇賀荘町出身。

昭和４７年、家族と共に西村さ

んの実家へ U ターン。保育所

の調理員、約１０年に渡る下宿

の受け入れ、孫育てなどを経

て、眞知子農園としての活動を

本格化。現在、眞知子農園の

他に任意団体「夢民（むーみ

ん）」の代表としても精力的に

活動している。 

 

 
 

 

【再募集】 NPO法人事務力検定開催！ 

 

 

ＮＰＯ法人に必要な事務手続きについて、その理解度を問う検定
です。復習の意味も込めてこの機会に是非！ 
■日時：2015 年２月 18 日（水）14:00-16:00 
■場所：松江合同庁舎 604会議室(松江市東津田 1741-1） 

安来市で自然農法の野菜づくり
を行っている眞知子農園代表、西
村眞知子さん。しまね田舎ツーリ
ズムの実践者でもある。そのパワ
フルで温かい人柄、そして生き方
に惹かれたファンは多い。また、
週２回安来市のみでなく松江方面
へも野菜の配達に周るなど、眞知
子農園の野菜ファンも増加中だ。 
 西村さんは安来市に Uターン後、
保育所の調理員や下宿の受け入れ
など、次々と様々なことに取り組
んできた。田舎ツーリズムの宿と
して使用している古民家も、「使っ
てほしい」と声がかかり、活動の
拠点地として引き受けることに。
その後、実際に改修作業が始まる
と、「ちゃんとしなくてはいけな
い！」と身が引き締まる思いだっ
た。 
 平成２５年４月から本格的に眞
知子農園としての活動も始まっ
た。その年、定住財団の助成金の
採択を受け、営業許可も取得した。
眞知子農園では、野菜の収穫体験、
田舎料理体験、ランチ会やピザ作
りなど様々なことを行っている。
農や食を通して、人と人との繋が
り、食の大切さを伝えることがテ
ーマだ。 
 

お知らせ

う 

活動は、課題にも気付かせてく
れた。平成３年に孫を見るように
なった頃から、環境や子どもに関
することにも取り組んでいる。そ
こで行き場のない子ども、人との
コミュニケーションが苦手な子ど
も達の姿を目の当たりにした。西
村さんはその背景には、夕食時な
どに家族の会話があまり無いこ
と、冷凍・レトルト食品が多く、
人の手があまり掛かっていないこ
となど、「食」が関係しているので
はと感じている。現在は安来市と
も連携し、そういった子ども達が
気軽に遊びに来れる場を提供しな
がら、食育イベントなども開催し
ている。西村さんは今日も優しい
目で子ども達を迎える。 
 ここまで活動が広がったのも、
やはり人との関わりを大切にして
きたこと、そしてどんなことも「ま
ぁいいか。何とかなるか。」の精神
で受け入れ挑戦してきたからでは
ないかと西村さんは言う。まだま
だ問題もあり、足踏みをすること
もあるが、勉強する機会を与えら
れているのだと前を向く。 
そんな西村さんの活動をサポー

トし、元気をくれているのが、周
りの若者たち。今後は、その若者
たちと組織を立ち上げ活動を展開
していく予定だ。西村さん達の動
きに注目したい。     （Ｙ） 
 

眞知子農園の様子 

★事前勉強会＠定住財団  → 2/4（水）13:30-16:30  
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